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要 旨

看護師不足が社会問題となり,2010年には 15,000人の不足が見込まれる中,新卒者講師の

9.2%が就職後 1年以内に離職している.新人教育を受けた看講師の離職防止は医療 ･看護の質

を維持し,新人教育コス トを軽減するために重要である.今回,看護師就職後 1年目の勤務環境

や支援体制が,その後の勤務継続意欲に与える影響について検討した

東京都,千葉県,新潟県の7施設で,就職後2-3年目の常勤者講師 711名を対象に自記式無

記名アンケー ト調査を行い,回答を得た507名を分析対象とした.継続意欲あり226名となし

281名を比較,就職後 1年目に勤務した職場の勤務環境 (勤務環境)SO覇冒,就職後 1年に職

場で悩んだ時に役だったこと (悩み解決法)16項目の回答結果をもとに継続勤務意欲への関連

要因を検討した

勤務環境,悩み解決法,各々について主因子法による因子分析を行い,各3園子を細注S.これ

らの因子得点を説明変数とし,交絡要因を調整 した多変量ロジスティック図滴分析を行った.

因子得点 且点上昇による継続勤務意欲ありのオッズ比は ｢配属部署での良好な建設的人間関係｣

(オッズ比 :2.44,950/OCI:1.8013.30,P<0.001), ｢悩みの原因に直結する職場からの支

援｣(オッズ比 :1.61,95%C王:1.07-2.43,p-0.023)が継続勤務意欲と有意な正の関連,

｢問題解決に寄与 しない励 ましや リフレッシュ｣ (オッズ比 :0.67,95%CI:0.47-0.94,
p-0,019), ｢仕事への負担感｣け ッズ比 :0.74,95%CI:0.56-0,98,p-0.034)が有意
な負の関連を示 した.

勤務開始 1年目の職場 ･部署における建設的な人間関係の構築と,職務上の悩みの解決を助
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ける現場での直接的な支援が,勤務開始2-3年目の看護師の勤務継続意欲向上に寄与する可

能性がある.このような人間関係や支援体制の構築は,仕事への負担感の軽減を通して勤務継

続意欲の向上に寄与し得る.新入看護師の勤務継続意欲を向卜には新人看護師を取り巻く職域

環境への介入が必要と考えられ,看護帥長を含む先任看護師を対象とした研修などの有効性に

ついて今後検討が必要である.

キ-ワ-ド:新入者講師,早期離職,勤務継続,職域脚鼠 支援

緒 言

わが国では,看護師不足が社会問題となってお

り,厚生労働省の報告書によれば,2010年には1

万5900人の看護職員の不足が見込まれている1).

このような状況にもかかわらず2006年には診療

報酬改定により,入院患者7人に対し看護師 1人

の配置で最も高い入院基本料が算定できる基準が

設定 された.従来この基準は入院患者10人に対

して 1人であったことから,各病院は新基準を満

たすために看護師を増員する必要が生じた.-=血方

で看護師の離職率は年々増加傾向にあり,2007午

度には12.6%に達しているため2),看護師の補充

が病院経営にとって大きな負担になっている.

毎年輩出される新入看護師は員重な補充源とな

る -方で,看護職員の早期離職が新たな問題とし

て生 じている.日本看護協会による2007年の調

査によれば,新たに資格を取得 した看護師の

9.2%が就職後 1年以内に離職 している3).就職

後早期は看護師の素薄と技能を獲得する重要な時

期であり,教曹コストを投資した看講師の勤務を

継続させることは医療 ･看護の質の維持にとって

欠かせない,また就職後の初期教育を経た看護師

の離職は教育コストへの投資の損失であることに

加え,翌年に雇用する新人看護師の必要数の増加,

すなわち初期教育コストの増加にもつながること

から病院経営の側面からも無視できない.

現在の看護専門教育課程では以前に比べて実習

時間が削減されたため,看護才鯛苛の習得に不安を

感じる新人看護師が多い.日本看護協会の調査に

よれば,新人看護師は,自らの専門的知識と技術

の不足への不安,医療事故への不安を強く意識し

ており4),これらに対応できる勤務環境や支援体

制の構築が離職の防1斐二や継続勤務意欲の向上に役

立つlr~粥巨性がある.しかし就職した看護 師を対象

とし離職原因を調査した報謝 まあるが5ト 8),勤

務を継続するためにどのような要因が関与-する

か,特に新人看護師を対象とした知見が不足して

いる.そこで,本研究では就職後 1年目の看護師

の勤務環境が,その後の勤務継続意欲与える影響

を明らかにすることを目的として検討を行った.

対象と方法

1.対象

東京都2施設,千葉県 1施設,新潟県4施設,

計7施設において,就職後2-3年目の常勤看護

師 を対象とした自記式無記名アンケート調査を平

成 20年 7月から8月にかけて実施 した (表 1).

病院の看護管理者に研究の主旨を説明して調査の

許可を得た後に,平成 18年または19年に始めて

看護師として勤務を開始した常勤の看護師711名

に対して研究者が作成したアンケート用紙を看讃

部経由で配布した.回収袋を各部署に2週間設置

し,回答が得られた507名 (71.3%)を分析対象

とした.

2.アンケート調査

年齢了性別,看護職就職年月,看護職の最終学

磨,看護職以外の職歴,同属家族の有無,配偶者

の有無,子供の有無などの基本属性に加え,現在

の職場で勤務を継続する意欲 (勤務継続意欲),

就職後1年目に勤務していた施設 ･部署の勤務環

境に関すること,および就職後1年目に職域で悩

んだ時に役だったことについて調査した.勤務継

続意欲については ｢今後の看護職としての勤務継
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素l 調査施設と回収数･有効回答数

設置主体 篭 ド 配布数 鋼 数 響 有効(欝 率
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続に関し,最も当てはまるもの 且つに○をつけて

下さい.｣という設問に対して下記 6段階の選択

肢を設定し (1:今後も同じ職場で看護職として

継続して働きたい,2:今後は職場を変えて他施

設で看護職として働きたい,3:今後は看護職を

辞める,4:このまま同じ職域で看護職を継続 し

たいが,都合で辞めなければならない,5:でき
れば看護職を辞めたいが,都合で辞められ射 ､,

6:今後は看護職以外の仕事で働きたい),且また
は4と回答した226名を勤務継続意欲あり (意欲

あり群),その他 281名を勤務継続意欲なし (意

欲なし群)とした,

就職後 1年目に勤務した施設 ･部署に対する勤

務環境 (勤務環境)に関しては30項目の設問を
準備し,｢1:思わない｣-｢5:強く思う｣の5
段階のリッカートスケールと ｢該当しない｣を合
わせた6選択肢への回答から評価 した (付表 1).

就職後 1年目に職場で悩んだ時に役だったこと

(悩み解決法)については 16項田の設問を準備

し,該当すると思った内容全てに○をつけてもら

った (付表2).

倫理的配慮として,アンケー ト用紙には,研究

の目的,方法および協力依頼に関する内容を記載

した文書を添付し,調査への回答は個人の自由意

志によること,回答の有無が勤務する職域や部署
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の評価に影響しないこと,個人が特産できないよ

うに統計処理を行うこと,研究以外の目的では使

用しないこと,および調査実施者の連絡先を明記

した.調査用紙の提出を持って同意と判断した.

3.統計学的方法

継続勤務意欲で分けた2野間の平均値の差の検

定にはStudentのt検定を,陽性率の比較にはx2

検定を用いた.勤務環境,悩み解決法,各々への

回答に潜在する国子を抽出するため,因子分析を

行った.因子分析には主因子法による因子抽出の

後,直接オブリミン法による回転を行い,回帰法

による因子得点の計算を行った.抽出する因子数

の決定はスクリー法によった,得られた因子パタ

-ン行列を元に,各因子を特徴づける名前を伸 す

た 各因子と勤務継続意欲の関係は,性 ･年齢調

壁,および多変量調整のロジスティック董剛 爵分

析を用い,勤務継続意欲ありに対する因子得点 1

蔦上昇あたりのオッズ比と95%情緒区間を計算

した.多変量調整モデルでは,全ての因子得点を

説明変数,性,年齢,病院,看護職の学歴,看護職

以外の職歴の有無,同属家族の有無,配偶者の有

無,子供の有無を調整要因とした.統計分析には

SPSS17湖 forWindowsを用い,P<0.05を有意

とした.
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表2 勤務継続意欲別の基本属性

意欲あり群 意欲なし群

(11=226) (rl=281)

年齢

悼(女性)

勤務経験年数

1年～<2年

2年～<3年

看護職の最終学歴

2年課程

3年課程(専門学校)

3年課程(短期大学)

4年課程(含編入)

看護系大学院

保健師･助産師

その他

看護職以外の職歴有り

同居家族有り

配偶者有り

子供有り

24.3±2,6 24.1±1.9 0.360

212(93.8) 275(97.9) 0.020

127(56.2) 150(53.4) 0.527

99(43.8) 131(46.6)

0.639

8(3.5) 12(4.3)

84(37,2) 91(32.4)

10(4.4) 19(6.8)

116(51.3) 147(52.3)

2(0.9) 2(0.7)

5(2.2) 5(1.8)
1(0.4) 5(1.8)

13(5.8) 18(6.4)

80(35.4) 65(23.1)

12(5.3) 6(2.1)

5(2.2) 4(1.4)

2

2

3

6

7

0

5

9

0

0

0

4

0

0

0

0

人数(00)または平均値±標準偏差

p値:studentのt検定(両側)またはx2検定

結 果

東京都,千薬駐,新潟県の7施設で,就職後 2

- 3年目の常勤者講師を対象に調査 し,回答を得
た507名を分析した結果,勤務継続意欲あり群で
は勤務継続意欲なし群に比べて女性が有意に少な
く (93.8%vs.97.20/0,㍗-0.020),看讃職以外の
職歴 を有す る者も少ない傾向が見られた (5.8%

vs.6.40/0,p-0.072)(衰 2).一方,同属家族あり

が有意に多く (35,4%vs.23.10/0,p-0.002),配
偶者 あ りも多い傾向であった (5.30/ovs.2.1%,

p- 0.053).

仕事環境に関する項 目による因子分析により3

因子が抽出された (表3).各因子との主要関連項

目の内容から,各々 ｢配属部署での良好な建設的

入間関係上 ｢仕事への負担感上 ｢放任主義｣ と

命名 した.

職場で悩んだ時に役だった支援に関する項 目の

因子分析においても3因子が抽出され,各々 ｢悩

みの原因に直結する職場からの支援上 ｢間 接 的 方

法による問題解決への取 り組み｣,｢問題解 決 に は
寄 与hしない励 ましや リフレッシュ｣と命名 し た
(表tl).

各因子の因子得点は,勤務継続の意欲あり群で

は意欲なし群と比較 して ｢配属部署での良好な建

設 的人間関係｣(0.37±0.77vs.- 0.SO士 1,00,

P〈O.001), ｢悩みの原因に直結する職場からの

支援｣(0.18±1.21vs.- 0.且4±0.60,P<0.001)

が有意に高 く, ｢仕事への負担感｣(-0.12±
0.72vs.0.10±ま,02,p-0.006),｢放任主義｣ト
0.ll±0.73vs.0.09±0.85,p-0.006)が有意に

低かった.｢間接的方法による問題解決への取 り

組み｣や ｢問題解決には寄与 しない励 ましや リフ

レッシュ｣には有意な差を認めなかった (表 5).
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表3 勤務する施設 ･部署の勤務環境に関する項目の因子分析結果

アンケート項目と園子名 因子1 因子2 因子3

因子バターン行列および与えられた因子名

因子1:配属部署での良好な建設的人間関係

lL)先輩 .上司は自分の事を理解してくれる

:, 先輩 ･上司とコミュニケーション上手く取れる

了 先輩 ･上司の関わり方に思いやり･優しさがある

[:,配属部署は自分を必要としてくれる

ニー看言葉師として働けるようになり良かった

こIl自分が成長できる職場･部署である

18 先輩 事上司から勤務態度1士卒の考え方など看護以外
の部分で意見交換できる

15 l度聞いた事でも不安な場合､あらためて先輩に質問で

きる雰囲気がある

11仕事はやLJがいがあると感じられる

二:,充実して毎日の生活が生き生きし弓長リ合いが持てる

30 昨年1年間に受けた教育弓旨導の方法は適切であった

t) 直接の指導Nsl=困った事を何でも相談できる

tl 医師とのコミュニケーションが上手く取れる

2t) 患者からの感謝が感じられる

IJ 同じ職場や部署の同期の新人が支えてくれた

(. 就職してからの新人への教育研修が適宜ある

5 部署以外で個別相談ができる相談部門がある

4 仕事が勤務時間内に終わる

28 仕事に見合った収入を得ている

二 専門的な知識･技術が要求される

因子2:仕事への負担感

川 仕事内容がきついと思う

25 疲れても充分に睡眠が取れず睡眠不足を感じる

l(､医療事故を起こさないかと不安がある

二J 看護師の勤務体制し夜勤･休日出勤)がつらい

ココ 休みの時も仕事のことが頭から離れない

17 事故報告書を書くような場面が多い

1 基本的な看護技術が薬施できる

二了 医療行為以外で患者との関わりがもてない

因子3:放任主義

t二 先輩･上司からの教育的関わり少ない

コ(,仕事でわからない時も助けて貰えない
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豪速 現在勤務する職域で悩んだ時に役だった支援に関する項目の因子分析結果

項 目 因子1 因子2 因子3

因子バターン行列および与えられた因子名

国子1:悩みの原医に直結する戦場からの支援

二 困った時に的確なアドバイスがもらえた

7 轍場の先輩に業務上の事で気軽に質問できた

8 直属の上司から精神的な支援が得られた

(-ブリセプター･先輩.上 司 と密接な関わりをもてた

:1
ヒヤリ･ハット(インシデ ント)を起こした時適切な指導を
してもらえた

J 自分の行った看護ケアが上司･先輩に認められた

5 患者や患者の家族から感謝された

‡不安な看護技術が段階を踏んで経験できた

因子2:間接的方法による問題解決への取り組み

t二カウンセラーなどの心理専門家に相談した

ll職場で開催された新人支援を目的とする集合研修に
参加した

川 違う部署の同期の同僚と励ましあった

t)同じ部署の同期の同僚と励ましあった

1:'出身校の教員に話を聞いてもらった

因子3:問題解決には寄与しない励ましやリフレッシュ

tJ家族や友人などの職場以外の人に励ましてもらった

IS休みの日に趣味などでリフレッシュできた

t(-医師からの励ましがあった
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主因子法による因子抽出および直接オブリミン法による斜交回転後の結果

各項目の番号は付表2のアンケート項目番号に対応

表5 勤務継続意欲による因習鋸､毛の比較

意欲あり群 意欲なし群 l)

勤務環境に関する因子

因子1:配属部署での良好な建設的人間関係

因子2:仕事への負担感

因子3:放任主義

職場で悩んだ時に役だった項目に関する因子

因子1二悩みの原因に直結する職場からの支援

因子2:間接的方法による問題解決への取り組み

因子3:問題解決には寄与しない励ましやリフレッシュ

0.37 土0.77

-0.12土0.72

-0.1l土0.73

(I.1ド :I.二1

-0.03:土0.37

-0,01 i0.7二

ー0.30土日)O <0.001

I_).10 _二_1.()二 tL川1(1

0.091=0.85 (用06

-0.1J Ii0.(I() t().川11

0.03士1-21 01購9

0.03土0.73 0328

p値はStしまden頼)検定による両側有意確率
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表6 勤務継続意志と各因子との関連
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性･年鳩旨調整 多変量調整

オッズ比拍5%Cl) P オッズ比(95%Cl) P

勤務環境に関する因子

EE]子1:配属部署での良好な建設的人間関係

因子2:仕事への負担感

因子3:放任主義

職場で悩んだ時に役だった項目に関する園子

園子1:悩みの原因に直結する職場からの支援

園子2こ間接的方法による問題解決への取り組み

因子3:問題解決には寄与しない励ましやリブレソシュ

二.二l) ll.7:,い1.1):ll 4什川11

I).77 (lH-() .1.()I)1 日.()_i:.

0.りい 川.7(L t.171 日.JJ(-

L53 日.04,2.24) 0.031

0.84 (0.6t) ,1.07) ().15り

0.72 (().53,(),98) くり棚)

2.44 日.80,3.30) <0.r)Ol

0.71 tL).うわ ,().i)Hl ().0:,i

ll.バフ 日日15.I.Hl) 什:,:,5

).(11 11.日丁._'.J:,) (1.0二:,

().フt) lい.htI.日日1 日.tTL)5

1日17 tn.J了.tJ.tH) (I.()lL)

オッズ比:閤召射汗虹圭二軌を)た佃)高継続勤務者欲の多重L7ジスティツタ回帰分析によるオッズ比,(､盲:信輔区間

多変最調整:悼,年齢,専門職学歴,看護職以外U)職歴,同属家族有無,配偶者有無}子供有無,地相軒押消T3饗を調整

ロジスティック回帰分析の結果では性 ･年齢調

整,多変量調整,いずれにおいても ｢配属部署で

の良好な建設的人間関係｣ (多変量調整オ ッズ

比 :2.44,950/aCI:1.80- 3.30,P<0,001㌦
｢悩みの原因に直結する職場からの支援｣(多変凝
調整 オ ッズ比 :1.61,95% CI:1.07- 2.43,
㍗-0.023)が継続勤務意欲 と有意な正の関連,
｢問題解決に寄与しない励 ましや リフレッシュ｣

(多変凝調整オッズ比 :0.67,95%CI:0.47-

0.94,㍗-0.019)が有意な負の関連を示 し, ｢仕
事への負担感｣は多変量調整において有意な負の

関連を示 した く多変巌調整オッズ比 :074,950/a

Cl:0.56-0.98.p-0.0341(表6).

考 察

今回の検討では,看護師として勤務を開始 した

最初の年度に経験 した ｢配属部署での良好な建設

的人間関係｣や ｢悩みの原因に直結する職場から

の支援｣が,その後の高い勤務継続意欲と関連 し

ていた.因子分析において ｢配属部署での良好な

建設的人間関係｣の関連項目で上位にあったのは

先輩 ･上司の理解,思いやり,優 しさを基礎とし

た良好なコミュニケーションを示唆する項目であ

り,職場で必要とされているという自覚であった.

また ｢悩みの原因に直結する職域からの支援｣と

の上位関連項目も上司 ･先輩との良好なコミュニ

ケ-ションを示す項目で占められており,毎日直

接関わりを持つ上司 ･先輩の日常的な態度が勤務

継続意欲に最も重要な役割を担っていることが明

確に示 された.山方 ｢問題解決に寄与 しない励ま

しや リフレッシュ｣や ｢仕事への負担感｣は勤務
継続意欲と負の関連を示 していた.

新入看護師の就職時の能力は極めて限られてお

り9),初め て 働 き始める最初の年度は,技術 ･精

神両面にお い て 看護師が素養を深める最も重要な

時期である 10).看護業務には状況に応 じてケー

スバイケースの対応が求められるため,新入者講

師は実務経験を積みながら知識と実践能力を身に

付ける必要がある11).そのためには身近な先任

看護師からの助言と指導が不可欠であり,新人看

講師にはプリセプターという直接指導担当者講師

がつけられる場合が多い 12).今回対象とした 7

病院 もこのプ リセプターシップ制 を採用 してい

る.

プリセプターは一般的には新入者講師と年齢が

近い先任看護師が担当する.よってプリセプター

自身も技術的 ･人間的に成長の過程にあるため,

新入者講師との関係を上手く築けない可能性があ

る13).唐滑は,新入者講師の 1か月日より3か月
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目の方がプリセブタ-と上手 くいかない場合が多

いことを指摘 してい る 1隼 新 入看 護師 に影響力

が最も強いプリセブ タ-との人間関係の悪化は新

入者講師にとって強 い ス トレスとな り得 るため,

新入者講師の勤務継続意欲 を左右す る"摘馴隼があ

る.新たに選焦 されるプリセブ タ-に対しては,

指導態度の点にも配癒した指導や研修が必要かも

しれない.新人看護師が受けた良い影響は,被女

ら (彼ら)がプリセブタ-になった場合の手本と

もなり,将来の新入者講師の勤務継続意欲の向上

へと連鎖的に働く可能性もある.よってプリセブ

タ-育成に必要な経費は長期的には病院経営の改

善 に とって良い投資となり得る.ただし新人教育
という負担が附加されるプリセプターのストレス
軽減も検討課題であろう15ト 18)

なお ｢配属部署での良好な建設的人間関係｣の
主要関連項目として ｢配属部署は自分を必要とし

てくれる｣という自覚が上がっていたことは,プ
リセブタ-などの直接的な指導担当者だけではな

く,部署全体として新人看護師の仕事態度を認め,

建設的に評価をブイ-ドバックすることの重要性

を示唆している.

職場で悩んだ時に役だった園子では高い勤務継

続意欲に対して ｢悩みの原因に直結する職場から

の支援｣が有意に関連しており,問題解決方法を

一緒に考えるという現場の姿勢が重要であること

い励ましやリフレッシュ｣は有意な負の関連を示

した.この因 予には ｢家族や友人などの職域以外

の人に励ましてもらった｣や ｢休みの日に趣味な

どでリフレッシュできた｣が主要関連項目であ

り,職場外に悩みが持ち越されたことが勤務継続

意欲の減退につながった可能性を示唆する.職域

での問題解決支援が上手くいかなかったことの裏

返しもと考えられ 職務に直接関係した支援によ

って勤務現場で問題を解決する重要性 を示唆して

いる.また職場で問題が解決できない場合には

｢仕事への負担感｣の原因ともなり得るため,勤

務継続意欲のさらなる減退にもつながる可能性が

ある.職務に直接関連した支援の重要性は既に指

摘 されており14)18)l今回の結果はこれを改めて

確認するものであった.

L記に示した良好な人間関係や悩み解決を支援

する環境調整等全てにおいて,プリセブタ-の人

逮,新人看護師の指導と評価,部署全体の仕事環

境作りに歯任を持つ師長には重要な役割が期侍さ

れる.

今回の無記名アンケー ト調査は,就職後2-3

年目の看講師に現在の勤務継続意欲を問うと同時

に,1年目の状況を振り返って評価してもらった

ものであった.そのため,いくつかの限界がある.

第-には,対象者に既に離職した看護師が含まれ

ていないことである,よって 1年目の途中や2年

目の早期での離職を予測する要因については検討

できない.1iFA職 の途中でアンケ- 卜を行って追

が,今回は就職 1年目の総括評価を得たかったた

め,2年冒以降の看護師を対象にせざるを得なか

った.また,記名のアンケー トを元に離職の追跡

を行うことについては倫理的なハ-ドルが高いこ

とも,今回,無記名の振り返り調査を選択 した理

由の一つである.第二には,今回の勤務継続意欲

の妥当性について,対象者を追跡して確認するこ

とが不可能という点である.今後は今回の成果を

基礎資料として提示して対象者の追跡をも含めた

調査への協力を医療機関に求め,研究を発展させ

たい.

また,今回の対象者には男性がほとんど含まれ

ていない.女性のみでも分析を行ったが,今回の

結果と全く同 じ結果が得られている.よって今回

の結果は主に女性看護鯛の特徴を衷 している.男

女差の検討については,今後男 性 看 護 師 のデ-タ

の蓄積が必要である.

紘

勤務開始2-3年目の看護師の勤務継続意欲に

は,勤務開始 1年日の職場環境が影響しているこ

とが示された.特に,職場 ･部署における建設的

な人間関係の構築と,職務上の悩みの解決に対す

る現場での直接的な支援が,勤務継続意欲の向上

に寄与する可能性がある.このような職域環境を
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実現する方策,例えば師長やプリセプターを始め

とする先任者講師を対象とした研修の有効性など

について今後検討する必要がある.
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付表 1 勤務する施設 ･部署の仕事環境に関する質問衷

現在勤務する病院･部署に対する現在 (平成20年)の感想についてお聞きしますC下記の設問でこの施設 ･部
署での感想を､5 (強く思う)～4 (思う)､3 (どとらとも言えない)､2 (あまり思わない)㌔1 (思わ
ない)の5段階で示LましたCあなたの感想に近い番主封こ○印をつけて下さいO尚､該当しない部署はその項
目欄に○印を記入して 卜さいO

1 基本的な看護技術が実施できる 5 4 3 つくし 1

2 専門的な知識 .技術が要求される 5 4 3 2 1 -

3 先輩 .上司とのコミユニトンヨンが し辛く取れる 5 4 3 りん 1 -

4 仕事が勤務時間内に終わる 5 4 3 2 1 -

5 部署以外で個別相談ができる相談部署がある 5 1 3 2 1 -

6 就職 してからの新人-の教育研修が適宜ある 5 4 3 2 1 -

7 先輩 .ヒ司との関わV)方に思いや り.優 しさがある 5 4 3 2 i -

8 医師とUI)コミユニトンヨンが上手く取れる 5 4 3 2 1 -

9 直接の指導看護師に困った事を何で婆J相談できる 5 4 3 2 1 -

10 仕事内容がきついと思 う 5 4 3 2 1 -

ll 仕事はや りがいがあると感じられる 5 4 3 り 1 -

12 先輩 .上司からの教育的な関わりが少ない a 4 3 2 1 -

13 配属部署は自分を必要としてくれている 5 4 3 り∠⊥ 1

14 同じ職場や部署の同期の新人が支えてくれる 5 4 3ヂ 2 1

ー5 1度聞いた事で垂)不安な場合､あらためて先輩に質問できる雰囲気がある 5 4 3 2 1 -

16 医療事故を起こさないかと不安がある 5 1 3 2 1 -

17 事故報告書を書くような場面が多い 5 4 3 r)∠一 1 -

18 先輩 t上司から勤務態度 .仕事-の考え方など看護以外の面での意見交換ができる 5 4 3 2 1 -

19 先輩 .上司は自分の事を理解 してくれる 5 1 3 2 1 -

20 自分が成長できる職場 .部署である 5 4 3 2 1 -

21 看護師として働けるようになりよかつた 5 ｣ 3 2 A -

22 休みの時も仕事のことが頭から離れない 5 4 3 2 i -

23 充実して毎日の生活が生き生きし張り合いがもてる 5 1 3 2 i -

24 看護師の勤務体制 (夜勤 .休 日出勤)がつらい 5 4 3 2 1 -

25 疲れても充分に睡眠が取れず睡眠不足を感 じる 5 4 3 2 1 -

26 仕事でわからない時も､助けては.銘えない 5 4 3 2 I -

27 医療行為以外で患者と関わりがもてない 5 4 3 2 1 -

28 仕事に見合った収入を得ている 5 4 3 り_.■ 1 -

29 患者からの感謝が感じられる 5 4 3 2 1

30 昨年 1年間に受けた教育 .指導の方法は適切であった 5 4 3 2 1
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付羨望 現在勤務する職場で悩んだ時の支援に関する要図

現在勤務する職場で就職してから現存の間､仕事に悩んだ時､支えになったことがあればその理由を
下記の番号で該当するもの全てに○をつけて下さいOその中で最も重要であった理由に◎をつけて下
さい_

) 1.不安な看護技術が段階を踏んで経験できた く手本を見る､見てもらう､独り立ち)

) 2.困った時に的確にアドバイスがもらえた

) 3.ヒヤリ･ハット 材 ンシデント)を起こした時適切な指導をしてもらった

) 4,自分の行った看護ケアがl二司 ･先嚢に認められた

) 5.愚者 暮家族から感謝された

) 6,プリセブタ- ･先輩 ･L司と密接な関わりをもてた

) 7.職場の先輩に業務上U)ことで気軽に質問できた

)8.直属の上司から精神的な支援が得られた

) 9.同じ部署の同期の同僚と励ましあった

)ま0,違う部署の同期の同僚と励ましあった

)ll.職場で開催された新入支援を目的とする集合研修に参加した

)12,カウンセラーなどの心理専門家に相談した

)13.出身校の教員に話しを聞いてもらった

)描.家族や友人などの職場以外の人に励ましてもらった

)15.休みの削こ趣味などでリフレッシュできた

)16.医師からの励ましがあった
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